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令和７年６月１８日に貴職から諮問を受けました、みやき町立小学校及び中学校の

新しい教育環境づくりに係る基本的な方針及びその適正化のための具体的な方策につ

いて、以下のとおり答申します。 

 

 

1 答申内容 

諮問事項に関し、当委員会において児童・生徒数の推移及び校舎の老朽化の現状等

を考慮した上で、子ども達の望ましい教育環境の実現に向け、慎重に調査及び審議を

行った結果、以下の２項目について取りまとめた。 

 

(１) 中原小学校及び北茂安小学校について 

両小学校については、現在「適正規模」「適正配置」であり、今後も児童数はほ

ぼ横ばいと見込まれることから、統合・再編は行わず現行どおりが望ましい。 

一方、両小学校の校舎の一部は、令和６年度に町教育委員会で実施した耐力度

調査の結果より、老朽化が喫緊の課題となっており、児童が安全かつ安心して学

校生活を送ることができる環境整備が急がれる。ついては、速やかに改築又は長

寿命化対策を講じられたい。 

 

(２) 三根東小学校、三根西小学校、中原中学校、北茂安中学校及び三根中学校に 

ついて 

これら各校については、 

◎国立社会保障・人口問題研究所及びみやき町独自の推計に基づき、将来見込

まれる児童・生徒数を検証した結果、今後も当面、みやき町内では複式学級

が発生する可能性は極めて低いと想定されること 

◎新しい教育環境づくりに関し、教育面及び学校運営面等におけるメリット・

デメリットについて、更に検討を行うべきと考えられること 

以上の点を鑑み、当委員会において継続して調査及び審議を行うこととする。 



 
 

２ 付帯意見 

今後、みやき町において児童・生徒を取り巻く教育環境に著しい変化が生じた場合

又は生じることが見込まれる場合には、速やかに町教育委員会において適切な対応

を検討されたい。 

 

 

３ その他 

  諮問の内容及び第一次答申に至る経緯については以下のとおり 

 

(１) 諮問の日 

令和７年６月１８日 

 

(２) 諮問事項 

  ① みやき町立小学校及び中学校の新しい教育環境づくりに係る基本的な方針 

について 

② 前号に掲げる適正化のための具体的な方策について 

 

(３) 委員会の開催 

○ 第１回  令和７年６月１８日 

○ 第２回  令和７年９月２４日 

○ 第３回  令和７年１２月１７日 

 

 


